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テレタイム eZ+ 交換マニュアル 

はじめに 

テレタイムeZ+の故障機と代替機を入れ替える手順についてご説明します。 

    

代替機にネットワーク設定（通信設定）を設定して、クロノスPerformanceから氏名等を送信することができます。 

故障機が通信可能な場合、入れ替え前にクロノスPerformanceで「打刻データ」の取込みをおこない、 

故障機の未送信打刻が０件の状態にしてください。 

 

※代替機発送受付の際に通信設定を伺ったお客様 

ネットワーク設定（通信設定）を設定してある代替機を発送しているため、手順 3 から操作をおこなってください。 

 

 

 

1．故障機で通信設定の確認 

以下の手順で[通信設定]画面を開き、IP アドレス等を確認してください。 

※故障機の画面操作ができない場合、ネットワークを構築したご担当者様にネットワーク設定 (通信設定)を確認してください。 

 

① 時計画面の[≡]をタッチ  

② [ロックアイコン]をタッチ  

➊ 

➋ 
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③ パスワードを入力して、[確定]をタッチ  

④ [設定メニュー]をタッチ  

⑤ [通信]をタッチ  

 

  

➌ 

❹ 

❺ 
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「ネットワーク」が「有線 LAN」の場合 

[通信設定]画面で、以下を確認します。（全 3 ページ） 

・IP アドレス 

・サブネットマスク 

・ゲートウェイ 

・プロキシ設定 

※プロキシ設定が「する」の場合は、 

以下も確認ください。 

・認証なしの場合 

プロキシ IP アドレス、プロキシポート番号 

・認証ありの場合 

プロキシ IP アドレス、プロキシポート番号、 

プロキシ ID、プロキシパスワード 
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「ネットワーク」が「Wi-Fi」の場合 

 

 

  

[通信設定]画面で、以下を確認します。（全 3 ページ） 

・SSID 

・パスフレーズ 

・IP アドレス 

・サブネットマスク 

・ゲートウェイ 

・プロキシ設定 

※プロキシ設定が「する」の場合は 

以下も確認ください。 

・認証なしの場合 

プロキシ IP アドレス、プロキシポート番号 

・認証ありの場合 

プロキシ IP アドレス、プロキシポート番号、 

プロキシ ID、プロキシパスワード 

 

 

 



 

5 

 

2．代替機に通信設定を入力 

故障機で確認した[通信設定]画面の内容を、代替機の[通信設定]画面に入力します。 

 

 

3．クロノスPerformanceで代替機と通信 

以下の手順で通信をおこない、運用設定や氏名を代替機に送ります。 

① [日常処理]→[通信処理]画面で、 

該当のタイムレコーダーを選択 

 

② [保守]をクリック 

 

③ [運用設定]にチェック 

 

④ [選択通信]をクリック 

通信が完了したら、[運用設定]のチェックを外す 

 

⑤ [氏名]にチェックをして、[全端末]を選択 

※[アラート]や[チャイム]を 

使用している場合は、それらにもチェック 

 

⑥ [選択通信]をクリック 

 

 

 

  

 

 

※通信が失敗する場合は、代替機に設定したネットワーク設定（通信設定）に誤りがないかをご確認ください。 

また、代替機の再起動をお試しください。解消しない場合は、サポート窓口へお問い合わせください。 

 

  

手順②～④は、クロノスPerformanceで [運用設定]（テレタイムeZ+の日替時刻や、打刻音の設定など） 

の登録をしている場合に必要な操作です。 

手順③の[運用設定]右横にある[設定]から、登録を確認することができます。 

登録がない場合は、代替機を操作して設定が必要な場合があります。 

❻ 

❺ 

❸ 

❹ 

➊ 

❷ 
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4．代替機で動作確認 

カードをかざして打刻ができることや、画面表示の内容をご確認ください。 

問題がなければ、故障機を弊社へご返送いただきますようお願い申し上げます。 


